
総合戦略推進会議の進め方について 

１．会議の開催について 

   本年度も昨年度と同様、会議を基本目標ごとに２日に分けて開催します。開催日ごとの評価項目は次のと

おりです。 

  (1) 平成３０年７月１１日（水）：基本目標１及び２について 

    (2) 平成３０年７月２４日（火）：基本目標３及び４について 

      

２．会議の進め方について 

  (1)会議全体の進め方について 

 

  

 

  

 

   

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 (2) 担当課からの説明について 

   会議を効率的に進行させるため、担当課からは要点のみの説明となります。資料２のＫＰＩ評価シートに

おける説明事項は次のとおりとなりますので、御了承願います。 

    説明事項：① ページ番号・重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 ② 今年度のＫＰＩ実績及び目標達成率 

③ 担当課評価               

 ④ 今後の改善点 

  

(3) 質問方法について 

   時間の都合上、質問をできなかった場合は、資料５の委員意見記載シートに御記入ください。  

ＫＰＩ毎に評価検証シートを用いて、担当課から委員へ説明 

会議の進め方及びＫＰＩの評価（採点）方法の説明 

） 

ＫＰＩの説明を終

えるまで繰り返し 

全てのＫＰＩの説明終了 

委員からの質問 

担当課回答 

質問終了 

評価検証終了 

会議の流れ 

資料１ 



３．ＫＰＩの評価検証方法について 

     担当課評価及び委員評価の基準については、次のとおりとなります。 

(1) 担当課評価について 

担当課評価   

Ａ 順調 目標以上に進捗しており、継続して事業を推進する。 

（参考指標：ＫＰＩ達成率１００％以上） 

Ｂ 概ね順調 ほぼ目標どおりに進捗しており、継続して事業を推進する。 

（参考指標：ＫＰＩ達成率８０％以上、１００％未満） 

Ｃ やや遅れている 目標をやや下回っており、要因の分析を要する。 

（参考指標：ＫＰＩ達成率６０％以上、８０％未満） 

Ｄ 遅れている 目標を大きく下回っており、要因の分析と目標値の見直しを要する。 

（参考指標：ＫＰＩ達成率６０％未満） 

  ※なお、Ａ～Ｄの基準は必ずしも当てはまるものではなく、理由があり、担当課評価を変更している場合は、

個別で評価シートに記載しております。 

 

(2) 委員評価について 

     改善案を示した形で評価を行うため、事業実績やＫＰＩの内容と改善案について個別に三段階評価を

行い、それぞれの評価から総合評価を算出します。なお、事業が目標以上となっており、改善案が特にな

い事業については、効果をより一層高めるための工夫点を担当課が記載しております。 

三段階評価の基準および総合評価の算出方法については次のとおりとなります。 

    【評価基準】 

評価 事業実績 改善案・工夫点 

◎ 目標以上に進捗しており、継続して事業を

推進する。 

改善案もしくは工夫点について非常に評

価できる。 

○ ほぼ目標どおりに進捗しており、継続して

事業を推進する。 

改善案もしくは工夫点について評価でき

る。 

× 目標を下回っており、要因の分析と事業内

容の見直しを要する。 

改善案もしくは工夫点について見直すべ

きである。 

 

【総合評価算出表】     

事業実績／改善案 ◎ ○ × 

◎ Ａ Ａ Ｂ 

○ Ａ Ｂ Ｃ 

× Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 委員評価記載シートについて 

   委員評価には資料４の委員評価記載シートを使用いたします。各ＫＰＩの右に評価欄を設けておりま

すので、前述のとおり、◎、○、×の三段階で評価してください。 

 

【評価シート記載例】 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

最終年度 Ｈ２８目標 Ｈ２８実績 事業評価
改善点
工夫点

1 新市街地整備事業完成率 100％ 92.5％ 92.5％ 区画整理第１課 Ａ

2 防災集団移転促進事業完成率 100％ 92.5％ 83.1％ 集団移転推進課 Ｂ 　

3
土地区画整理事業完成率
既成市街地　住居系

100％ 88.4％ 67.6％ 区画整理第２課 Ｃ

4 復興公営住宅完成率 100％ 84.4％ 78.1％ 復興住宅課 Ｂ

5 市街地再開発事業完成率 100％ 100％ 100％ 市街地再開発整備課 Ａ

6
①観光交流施設、プロムナード、公
園、防災マリーナ等の整備

観光交流施設の来場者数 100万人 0人 0人 商工課 Ｂ

7 中心市街地定住人口 3812人 3,812人 3,068人 商工課 Ｂ

8
施設（萬画館及び観光交流施設）
利用者数

1,241,200人 1,241,200人 169,465人 商工課 Ｃ

9 中心市街地歩行者等通行者数 16,950人 14,500人 15,412人 商工課 Ａ

10 ①半島部の拠点整備
半島部における拠点エリアの整備
事業完成率

100％ 50.2％ 10％ 半島拠点整備推進課 Ｃ

11
②拠点地区と各集落とのネットワーク
化

市民バス等によるネットワーク充足
率

100％ 100％ 100％ 地域振興課 Ｂ

12 津波防災拠点整備事業完成率 100％ 40％ 18％ 石巻駅周辺整備プロジェクト推進室 Ｄ

13 海岸保全施設整備事業完成率 40％ 21.0％ 14.0％ 水産課 Ｃ

14 防災緑地整備事業完成率 100％ 76.4％ 23.80％ 基盤整備課 Ｃ

15
津波避難タワー整備、津波避難ビ
ル指定件数

45件 41件 32件 防災推進課 Ｂ

16
旧北上川下流域における長期係留
船舶

０隻 80隻 70隻 河川港湾室 Ｂ

17
（オ）官民の既存リソースの有効活
用

①空き家対策等、公共インフラ等の戦
略的な維持管理・更新等の推進

空き家等の活用件数
（Ｈ２７年度～Ｈ３１年度累計）

15件 3件 1件 復興政策課 Ｃ

ＮＯ． 目標 具体的な施策 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

委員評価

担当課及び評価

（エ）災害に強いまちづくり ①災害に強いインフラの整備

1
　
東
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本
大
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災
か
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く
り
を
早
急
か
つ
着
実
に
進
め
る

①被災者の居住環境の整備（ア）居住環境の整備

②中心市街地活性化施策の推進

（イ）中心市街地及びその周辺の賑
わいの再生

（ウ）半島部等における拠点整備

２箇所に評価（◎、○、×）を記載 

◎  × 

記載例の場合、評価は事業評価：◎ 改善点・工夫点：×

の組み合わせなので、総合評価はＢ 


